
が
新
純
土
1ノ
イ
ウ
メ
に
=-収
税
業
が
悶
致
し
た
る
41
め
に

T
九
二
四
咋
二

月
緊
忽
仙
人
日

で
前
記
地
方
の
銑
菜
に
必
嬰
な
粥
枇
材
料
糊
料
特
砧
五
ケ

年
間
輸
入
的
枕
と
L
il
o
つ
い
で
エ
兼
に
約
す
る
朴
蝉
的
技
術
的
の
池

砂
か
計
･;
ん
が
た
め
に

終

印
研
究
私
姫
励
し
て
多
桝
の
唄
捌
余
在
交
付

し
'
揃
助

食
み
下
付
L
L
i
､
問
塵
紙
典
の
如
き
も
党
諜
前
仰
先
の
試
蝕

み
餌
し
埋

伏
の
悔
良
化
な
は
か
り
'
木

工
!.X
の
た
め
に
､
樹
立
小
二
栗

払
骨
に
中

々
二
甘
十
鵜
川
在
交
付
し
､
蕊
柴
姫
捌
の
紹
め
に
調
恋
槻
幽

谷
設
立
し
弟
柴
雅
代
.
紀
和
紋

I
'
繭
糸
某
の
改
良

私ば
か
り
'
悠
解

放
仰
ね
統
7
し
て
､
鵬
光
の
外
解
に
射
れ
て
不
都
舟
花
か
ら
し
め
る
や

ぅ
Li
L
､
･31
剃
叫
砕

菜
s
l糾
純
な
も
臥
骨
の
統
制
に
磁
ぜ
し
め
､
敵
背

精
励
映
甜
な
唄
捌
し

て
=
れ
文
金
囲
協
骨
の
下
に
統

7
な
ば
か
り
､
樹

鏡
映
雄
か
焚
卿

し
､
火
=Jlt
ポ
工
業
糾
食
か
つ
-
リ
て
石
の
E=畳

か
跳
躍

L
t
榔
骨
に
対
し
付
人
も
剛
比
紳
桝
大
信
S
許
可
在
村
や
し
て
人
口

T

･L-q:
以
下
の

小
却

肘
に
職

.ri付
人
以
上
み
仲
川
す
る
工
場
一票
紙
股
す
る
在

糾
す
と
光
め
雪

こ
れ
ら
の
設
肺
が
鵜
仰
の
効
北
和
上
げ
ろ
か
否
や

は

貯
水
に
伯
す
べ
Jrlで
あ
る
が
､

併
し
仰
脚
の
埜
柁
光
り
=+.=
虻
.･3
分
二
十

カ
ツ警

叫十
北
将
加
L
i1
｡
放
て
a
l
ぷ
べ
き
多
-

が
め
る
-J
付
す
る
.

〇

プ

リ

ヤ

ト

キ

y

ゴ

ル
自

治

共

和

国

完

三

二
年
八
月

1

日
の
出
"税
で
砥
イ
ル
タ
ー
ツ
ノゲ
及
後
Jl
加
術
州
内
の
九
郷
,iJ舟
ぜ
て
祉

て
た
'
何
桁
三
八
三
､
五
八
七
朴

で
森
林
は
二
七
三
㌧

〓
ニ
川
粁
な
占

む
､
拭
供
は
シ
ベ
-
ア
の
他
地
方
に
比
し
舵
雌
峻
烈
'
大
陸
純
で
あ
る

位
蛇
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
純
分
の

i
桝
と
浦
バ
イ
カ
ル
の

叫
閲
Li磁
す

る
プ
-
ヤ
ト
人
が
多
-
､
‖
シ
ャ
人
之
に
つ
ぎ
オ
i:
チ
ヨ
ン
や
獅
i<
人

質

旗

艦

谷

や

栂
別
人
､
支
那
人
が
煉
る
'
食
計
四
九

1
.
二
三
六
人
の
人
口
で
あ

る

O
井
出
相
継
折
は
固
緋
で
あ
る
'
三
年
力
望
五
年
は
T/T
蚊
が
つ
i
い

て
'
多
雨
の
年
に
雅
作
が
見
紐
う
Li
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
O
往
時

瀧

湖
に
川
ひ
た
輝
範
が
細

っ
て
ゐ
為
の
わ
,見
て
も
.
プ
-
ヤ
ト
･1
人
の
弧

姑
が
班
に
人
工
的
他
耽
一倍
旅
行
す
る
の
華
,5.柑
ざ
リ
し
邸
が
わ
か
る
｡

今
も
ブ
リ
ヤ
1
-
及
鰯
人
ほ
肺
冊
駐
在
J
つ
tj
ゐ
る
｡
牧
藩
の
方
が
土

地
に
池
す
る
け
れ

ど

も
そ
れ
で
-
牧
揚
り
拭
脱
､
人
工
的
班
搬
及
放
火

な
る
市
場
が
い
る
､
ま
だ
脚
始
の
批

h
･b
舵
却
し
き
b
な
い
､
叔
後
に

狩
狐
の
緯
出
は
約

1
'
0

0
0
､
0
0
0
留
に
達
し
詣
狐
鋭
狐
常
狐
等

が
ェ
-
と
れ
る
､
L
か
L
r
れヽ
-
来
週
期
に
入
っ
て
.あ
る
｡
湖
沼
河
川

の
独

熊
J
可
な
り
行
ほ
れ
て
ゐ
る
'
林
輩
は
布
盟
で
あ
り
'
松
の
兜
の

指
炎
代
任
伐
の
よ

い
貿
食
に
な
る
'
聴
皮
州
バ
グ
ン
の
採
取
J
よ
い
'

余
と
石
淡
の
和
描
-
多

い
が
漁
連
不
十
労
で
あ
る

､

土
地
に
蹟
-
て
も

人
目
は
凹
十
九
柵
'
京
都
iE
だ
け
の
人
口
に
も
と
ヾ
か
な
い
'
紳
折
事

情
が
払
よ
ね
の
､N,併
給
で
あ
る

A.

質

疑

唐

答

～

!

▲▼一■
…

i

▼

r
問

イ

タリーの人口と生産業の
現状如
何

(
兵
姥
淡
路
也
)

E
啓

一

E
九
二
二
中
よ
り

t
九
二
八
年
に
至
る
過
去
六
ケ
年
間
に
於

て
伊
紺
の
人
目
は
約
二
i州別在
村
加
し
た
､
近
年
伊
図
政
府
は
人
口
榊
加

範
ね
た
て
1
秒
山
氏
制
限
方
針
か
と
っ
て
ゐ
る
か
ら
今
後
益
々
人
目
,伽.

聯
大
す
る
で

あ
ら
う
､
そ
こ
で
人
目
と
生
産
と
り
幽
係
は
嬰
非

A
波
的

非
で
前
途
払
審
虫
し
て
大
に
論
議
竺
b
れ
て
ゐ

る
が
､
今
蜘
火
故
大
臣

･(
I

rf
Z



地

球

節
十
二
容

デ
'
ス

テ
フ
ア
二
代
は
借
収
す

.
(

+
,数
字
も
騨
げ
て
伊
阿
人
口
野
加
と

脚
比
鰍

餅
の
紬
係
空

州
に
本
別
州
の
珊
逸
避
ふ
る
に
箪
り
す
と
断
定
し

た
'
若
し
叔
jj;禦
･T八
十
中
間
に
二
百
粥
の
人
口
が
将
加
し
た
が
､
北
南

加

坤
に
阿
分
五
に
過
LTjな

い
､
触
る
に
伊
均
の
塊
椎
集

り
聯
加
確
は
甘
升

二
十
乃
強
五
十
で
あ
る
｡
就
中
川
代
食
料
の
北
本
た
る
歩
の
収
破
り
如

き
什
二

九
二
五
叩
皮
か
ら
ム
ツ
ソ
-
ニ
ー
甘
利
の
断
和
し
た
野
村
牧
場

の
努
力
に
よ
り
､
大
概
的
半
解
作
よ
り
約
千
三
好
端
キ
ノ
ダ
〝
各
村
牧

L
il
.
今
後
逮
仲
村
加
の
見
込
疎
放
で

7
年
九
千
溺
キ
ン
ク
〝

に
至
る

こ
と
舶
…嬢
で
な
い
'
次
に
埴
範
す
べ
き
は
･5
m.伽
及
怠
柴
の

状

況

で
フ
ア

シ
ス
タ
政
僻
埜

皿
更

別
丁
九
二
二
坤
に
仰
太
利
金

髄
に
同
船
休
墾

ハ
甘

阿
'
悶
紫
解
延
人
月
五
十
閑
人
､
現
先
礁
日
数
七
甘
祝
日
と
い
ふ
恐
る

.(
4
J除
怒
批
怨
む
-
め
L
L
i
が
'
今
=
で
は
各
階
級
各
職
深
み
響

し
怠

槌
業
と
し
て
H
す
べ
き
-
･
竺

回
も
触
-
閥
蛾
全
般
椴
々
と
し
て
各
日

の
出
栄
に
総
称
す
る
糾
恕
状
態
和
現
地
し
て
ゐ
る
O
従
っ
て
失
兼
務
の

如
4
-二

時
は
試
十
概
ね
焚
枇
し
た
が
､
今
日
は
僻
に
十
裾
か
殊
す
る
に

過
ぎ
な

い
各
印
生
産
の
将
加
は
充
の
如
く
で
あ
る
O

求疏柄瓦人 生 曲 脱 髄

節

一
班

仝

八
二

鋭

7.71貢

1､八
八
也

″

茸

垂
ユ､0
0
〇

三
〇
ニ
'0
0
0

″

ヘ
ク
ト
立
方

柵

慧
'0
0
O

三

l'
00
0

〝

LT

.･..;
･L

･;
:
....d
...,-
;
･J
...
I

へ
ク

･L
y
y
,i

カ

望
'00
0
.0
0
0
0
喜
O

葵

､
O
C
O
t
O
ur10
.0
0
0

キ
ン
ク

ル

宅
0､
0
00

九

賀
､
C)C
O

望
'
塁
三
､0
0
0
既

望
to
o
o
'o
o
o

琳

蹄
へ〇
八
::It0
0
0

回
'竺
五
､00
0

約

1rO
u
O
､0
0
0

二
二
㌧0
0
0
'
000

善 完 完 裏 芸 ;̂ 真 義 云

秤
如

!凱 轍 鉛 硫 鉛 孤

及 化

鋼 gEiG.鋤倣 銑

T
九
二
〇
I

T
九
二
六
-

二
‥ニ
年

平
均
二
八
年
平
均

至
心
'0
13
0
比

重
九
tO
Q
O

〓
(
.O
O
O

去
lt0
0
C
F

空
∧
tO
O
O

.

発
7.8
C
I

萱
1'
0
0
0

回
丑
､0
0
0

･;ド-I
c;宵九

3 芸≡

会計丁.ヽ
⊂)
⊂⊃
LJ

三
'0
0
0

7'発
心
､
O
U
O

]W
t
OO
O

年-
_ __ _.._ _ _ (':lLJL.
空 'a 莞 蒜 /,:t虫 分二

嘩八

砂

糖

云

ニ
,ロo
o
%

y
霊
1i
u
･0
00

〟

二
面

以
上
の
政
争
は
例
に
伊
図

各
棟
産
来
り
約

動
致
戯
私
立
符
す
る
'
人
口

将
加
に
比
し
て
泡
に
優

越
す
る
こ
と
勿
舘
で
あ
る
0
晦
既
巡
輸
奨
適
か

餌
で
は

T
九
二
二
年
糾
問
内
放
客
数
九
千
五
官
鵜
が

T
九
二
八
年

7
億

二
千
鶴
に
上
り
､
食
物
速
急
四
千
二
hrT,鵜
ト
ン
が
六
千
三
宮
瑞
ト
ン
･

滞
船
陳
官
五
十
桃
噸
が
二
官
前
哨
､
確
報
が
二
千
鵜
か
ら
三
千
耽

み
突

破
し
髄
論
組
め
延
長
七
端
正
干
拓
か
ら
十
三
批
七
千
軒
､
曜
南
加
入
怨

が
十
二
鵜
九
千
か
ら
二
十
舵
に
将
加
L
t
輸
出
品
り
相
加
は
髄
鞘
酒
､

汁
-
1
ブ
'
腕
､
締
轡

紬
窄

血
舶
'
大
理
石
'
硫
琴

米
,
柑
細

乾

華

鵜
卵
'
チ
ー
ズ
何
れ
旦

南

L
i1
と
い
っ
て
ェ
い
｡
反
動
政
約

と
糾
さ
れ
て
ゐ
.る

4
ク
リ
-
ニ
ー
の
政
治
は
'
や
は
り
伊
樹
々
拭
3
民

肺
に
過
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
0
(
F
･)


